
HARROW  SCHOOL
英国屈指の名門パブリックスクール

英国屈指の名門私立校であるハロウスクール。
ここで学び、ケンブリッジ、オックスフォード大学へ進むことは、
英国の人々にとって最高の栄誉であり、将来国のリーダーとなるための適格条件とすらされています。

● 写真 上
　 空から見たハロウ校のキャンパス

● 写真 下
　 ハロウ校の象徴であるハロウ・ハット

HARROW SUMMER SCHOOL　ハロウ サマースクール日本事務所
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● 写真 右
　 サマースクール期間中にヘッドオフィス
　 として使用されるヴォーン図書館（左）と、
　 チャペル（右）



このプログラムは、ハロウ校が主催するサマースクールです。滞在中は、ハロウ校のハウス（学寮）で生活します。

大英帝国の礎を築いたといわれるエリザベス一世の勅許を受けて、ハロウ校（Harrow School）が創立されたのは
1572年。創立以来450年余りの年月を経ています。ハロウ校は私立の全寮制の学校で13歳から18歳までの男子840
名が学んでいます。ロンドンの中心から北北西16kmの丘の上に立っており、ロンドンから地下鉄で、ハロウ・オン・ザ・
ヒル駅（丘の上のハロウ）まで、約20分。丘の頂にある聖メアリー教会（St.Mary's Church）の尖塔はハロウを
訪れる人々の心を和ませます。丘の頂上のウィンザー城を見下ろす側にハロウ校で学生時代を過ごしたロマン派の詩
人、ジョージ・ゴードン・バイロンのお気に入りの場所があります。腰をおろしてバイロンがそこで何時間も過ごし
たというお気に入りの石も保存されています。

終日課外授業の日を除いて、毎日3時間～5時間の英語の授業が
組まれています。少人数のレベル別編成で、各生徒の英語力を
伸ばします。授業中は話すこと、聞くことに重点が置かれ、正し
いクイーンズ・イングリッシュが話せるように指導します。
また、クリエイティブな英語表現力を育成するため、クラスごとに
ニュースや劇、スピーチなどを作成する「コース・プロジェクト」の
時間が設けられています。

Harrow-On-The-Hill

ハロウ校のキャンパスは実に広大で、その中には、乳牛80頭を飼っている牧場、湖、9ホールのゴルフコース、他に
多くのスポーツの競技場があります。そこでは、冬はラグビー、サッカー、ハロウフットボールができ、夏はクリケッ
トが主として行われています。またキャンパスには競技場と並んで、校舎、ハウスがあります。マスターと呼ばれる
先生たちの住まいもあり、生徒と同様、先生方もキャンパス内で生活しています。さらにはオールドスクールという
ハロウ校創立当初の教室も現存し、今でも使用されています。伝統的なハロウ校の建物は現代的な建物と混在して
公道の両脇に沿っており、その道は丘の頂上へと続いています。

ハロウ校のキャンパス

授　業

スポーツ
コース中、スポーツの時間が組まれており、ハロウ校の恵まれた施設を
利用してラグビー、サッカー、クリケット、フェンシング、テニス、
バスケットボール、バドミントンなどの様 な々スポーツを行います。
また、朝食前の時間には、プールが開放されており、水泳を行う
ことができます。

遠足・小旅行
英国文化を知るため、様 な々場所を訪問します。
以下はその一例です。

オックスフォード（チャーウェル川、アシュモレアン博物館）、ウィン
ザー城、ロンドン（大英博物館、ロイヤル・アルバート・ホールでの
音楽鑑賞）など。

このほか、映画鑑賞やビンゴ、クイズ、ダンス大会など、英語を使っ
た様 な々課外活動もあります。

課外活動

ハロウ校の教育方針の基本である「人生への訓練」とは、独立心、協調性、責任感と義務感、リーダーシップの育成、
マナーや努力、そして正しい職業倫理観を身につけさせることです。つまり、それぞれの生徒が、政治家、芸術家、
実業家、軍の指導者など、自ら選んだ職業の頂点に到達するために必要とされる技術と姿勢を身につけて卒業させ
ることを目標としています。結果として、ケンブリッジ大学やオックスフォード大学を始めとする、世界の一流大学
へ生徒を送っており、さらにその後の活躍は多くの卒業生が証明しています。
ハロウ校のカリキュラムでは、午前中に授業を、午後にはクラブ活動や興味のある活動に取り組みます。40分授業
が週38コマ。週3回は午後4時半から7時までの授業もあります。学校全体の教師と生徒の割合は1対8.5人で、1ク
ラスも平均14人の少人数です。授業では、一人ひとりに意見を言わせ、各人にあった宿題を出すなど、それぞれの
生徒の興味や気質、能力に合わせた、多方面にわたる全人教育を目指しています。

ハロウ校の教育方針

ハロウ校は、公式な休み以外では週末でも帰宅を許可されない、完全な全寮制の学校です。教科の学習だけでなく、
スポーツや芸術など、自分が関心のあることを徹底的に学ぶ機会を与えています。
ハロウ校には12のハウス（寮）があり、それぞれのハウスが独自の雰囲気、伝統を持ちながら、学校全体の運営
方針と調和して機能しています。ハウスは、ラグビーや合唱コンクールなど多くのスポーツ及び課外活動を行う単位
でもあります。それらを通じて、生徒は、個 人々が持つべき大切な価値観や判断の尺度を身につけるのです。
全てのハウスにはハウスマスターが居住し、生徒の親代わりをしています。ハウスマスターは、ハウスに住むチューター
やメイトロンと呼ばれる寮母とともに、生徒の個人的な悩みに目を向けながら、学業面の面倒を見ています。

ハウスでの生活

第2次大戦中の首相として英国の栄光を築きあげたと讃えられる、ウィンストン・チャーチル卿をはじめ7人の歴代英
国首相、故パンディット・ネルーインド首相、ヨルダンの故フセイン国王、他にも詩人バイロン、「写真撮影の父」
であるフォックス・タルボット、劇作家リチャード・シュリダン、元首相でありスコットランド・ヤード（日本でいう警視庁）
の創始者ロバート・ピール、郵便ポストの発案者アンソニー・トロロップなど多士済々です。

卒業生（Old Harrovian）

バイロン在学当時のハロウ校の様子
映画ハリーポッター「賢者の石」の撮影にも

使われたオールドスクール

授業風景

スピーチの練習風景（オールドスクールにて）

宿泊するハウスの一例

サマーコースでの生活実例
•朝食
•英語力判断テスト
•ハロウ校スクールツアー
•昼食
•記念写真撮影
•ゲームアクティビティ：自己紹介ゲームなど
•休憩
•夕食
•イブニングアクティビティ
•就寝

•朝食
•オックスフォードへ
　パンティング、ショッピング、自由時間
　昼食（お弁当）
•ハロウへ戻る
•夕食
•ハウスにてアクティビティ
•就寝

•水泳（自由参加）
•朝食
•授業
•昼食
•休憩
•プロジェクトレッスン
•テニス・サッカー
•夕食
•イブニングアクティビティ
•就寝

ウィンストン・チャーチル卿
ロマン派の詩人

ジョージ・ゴードン・バイロン卿


